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ラ ワ 語 の 現 地 調 査
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l は じ め に

私たち4人のグループも事実上すでに解散 した｡ 4

人というのは,タイ ･ビルマ班の飯島助手,言語班の

西田助教授,桂君それに私であって,いずれ も今回の

調査対象は北部タイの山地民である｡昨年 9月なかば

言語･班の 3人がチ ェンマイについたとき,その前から

カレン族の調査に手をつけておられた飯島さんの発案

でホテルの一室を借切 ってわれわれの リエゾン ･オフ

ィス (?)を設け,これがその後半年近 く続いたわけ

だが,今ではすでに西田先生 と飯島さんが帰 られ,私

自身 も帰国まであとひと月たらずだか ら,本稿 も現地

通信 というより今までの経過報告 ということになりそ

うだ｡

なお,この リエゾン ･オフィスは何で もないことの
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ようだが, これが今回の調査に大いにプラスした｡荷

物の保管やただの歓談の場所にすぎないのだけれど,

村に入 っている間 も ｢帰 る巣がある｣という安心感が

あるし,ここでお二引こ得てきた知識の交換 もできれば

バカ話やイクズラをしてゆっくりくつろぐこともでき

る｡ とくに私のように現地調査がはじめてのものにと

っては,これが精神的な緊張の緩和にどれだけ役立っ

たか知れない｡なお, これは今 も桂君と2人で続けて

いる｡

2 ポールワン村

さて,アカ語 ･ラフ語など主 としてチベット･ビル

マ系の言言吾を調査される西田先生や桂君と別れて,礼

は9月末にまずチ ェンマイの南西約 130km にあるボ

ールワンというラワ族の村に入 ることにした｡ ラワ語

はモン･クメル系の言語であって,これまで数編の論

文があるにすぎず,それ もあまり言語学的ではない｡

このボールワン村に入 るにあたっては,チ ェンマイか

らメ-サ リエンにかけてすでに自分で歩いてよく知っ

ておられた飯島さんのお世話になった｡

この村は標高 1000m 前後のボ-ルワン高原にあっ

て,チ ェンマイか らメーサ リエン行 きのバスで約 5時

間,バスを降りた所から見 る村の景色はなかなか美 し

い｡村は大きく (約250戸),家 もたいてい木の家でわ

りと大型である｡村の中には雑貨を売 る店 もあれば機

械精米をうけおう家 もあって,本格的な山地民の部落

からくらべればちょっとした町という感 じだ｡村人た

ちの服装 もたいてい土地のタイ人(コン ･ムアン)と同

じで, ときには洋装の娘さん も見かける｡ この一帯の

ラワの村は古 くからタイ人の影響を受けていたといわ

れるが,とくに数年前チ ェンマイ･メーサ リエン間のハ

イウェーができてから一段とモダンになったようだ｡

ことばの面でも同様で,たいていの ものがカム ･ム

アン (土地のタイ語,北タイ語)を話せる｡たまにカ

ム ･ムアンのよ くわからない老年者を見 うけたが,村

人がタイ人 と話すときはもちろん,彼 らどうLで もカ

ム ･ムアンで話 しているときがある｡ (ただ声調や母

音の長短の対立はラワ言吾にそれがないため多少あやふ

やで,タイ人にはやはりそれとわかるそうだ｡)タイ

･クラーン (標準タイ語)のできるものはほとんどい

ないが,今では小学枚でも教えているし,ときには次

のようなこともあった｡
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写真 1 ピ-の家 (ボ-ルワン)

ある娘さんが私 と話すとき明 らかに努力 してタイ ･

クラーンで話そうとつとめていた｡ これはちょっと江1

台のコン ･ムアンと全 く同 じだ｡彼 らにとっては, メ

イ ･クラーンはバ ンコックのことばというだけでな く

書 きことばつまり知識人のことばであって,それだけ

カ ッコイイのである｡

しか し, もちろんこの村の第一言語はれっきとした

ラワ語である｡

私は村の小学校の教師の家に下宿 して調査をはじめ

た｡ ｢問う｣ というのはどういうかときくと ｢どこ行

くか｣だと答えるし, ｢呼ぶ｣はときくと ｢オーィ,

こっち-来い｣ といった具合で相手に仕事の意味を分

か らせ るのに困ったが,約ひと月半ほどでだいたい輪

郭がつかめた｡

単語は CV(C)または cvCV(C)〔C:子音または

その結合, Ⅴ :母音またはその結合, cv:強勢のな

い音節〕を基本的な形 としており,声調や母音の長短

の対立がないのでその分だけCやⅤの種類が豊雷であ

る｡たとえば,C-では両唇音だけで も/p-ph-?b-

mb-m-7m-hm-/があり,-Ⅴ(C)には /-a:-au/,

/-a?:-au?/,/-ah:-auh/,/-ap:-aup/ といった

対立 も見 られる｡音節についた声調はな くふつ う単語

を単独で発音するときぼ下降型であるが,一部の動詞

では上昇型に なるものが ある｡ そのため /hlai?＼/

≪雨≫対 /hlai?ノ/≪雨が降る≫といった対 立の生 じ

ていることがある｡ しかしこれはむ しろイン トネーシ

ョンのひとつと考え られるようだ｡

丈法体系はだいたい簡単で, 名詞化の接頭辞 /pi-/

があるがモン ･クメル系の特徴 といわれる挿入辞はな

いし,統辞法 も構本的には主語-動詞-客,語,被修飾

語一修飾語 といった語順である｡ただ,_し,一侶こ対 応し

て代名詞的小辞が述語動詞の次におかれた りする｡

3 ウンパイ行き

ラワ族のもうひとつの中心地はウンパイだ｡ ラワ研

究者の間でボールワンについで有名なところだ｡言語

について も Sanidh Rangsitの論文があってラワ語

に関する文献では最 もす ぐれたものだが,いちばん張

礎的な音素体系さえよ くわかっていないのであまり資

料とならない｡そこで私は11月なかば,案内のタイ人

を連れて行 ってみることにした｡

ボ-ルワンの西 どなりのコンロ-イという村か らゾ

ウで出発 した｡ ウンパイは この西北方約 30km の山

l裾こある｡ 何せゾウはのろいので, 1LH∃はメー トー

というカレン部落にとまって 2日目に到苫した｡途中

ちょっとした森 もあり山をい くつか越えるが,当のラ

ワなら1円でゆうに歩 く道のりである｡ ウンパイに

はウンパイ ･ルワンを中心 としてい くつかの部落がつ

づいているが私はバーンデ ンという小さい部落にとま

った｡

ここはさすが山地民の部落だ｡地面はブタやニワ ト

リのふんが層をなしていてきたないことこの上ない｡

雨期になれば大変だろう｡バーンデ ンは小 さいので通

りというものはないが,ウンパイ ･ルワンやチ ャンモ

ーは 1本の通 りを はさんで 家が並んでいる恰好の村

で, 通 りにはところどころピ- (精霊)の柱が11r:?て

いる｡家や村人の服装 も独特の もので,白っぽい上帯

に紺 と赤 と白の漬 じまのスカ--トで赤や銀の耳輪や首

かざりをつけたラワ女性が,米かごや水 くみ筒を背負

って木かげか らヒョイと現れると,ほん ものの山地民

がはじめての私は何かバカされたような気が した｡

例の /mbuakkrak/というスイギ ュウを槍でつき

殺 してピーに供える儀式はひと月ちがいで見そこねた

が,たまたま家のおはらいがあったのでその祈 とうを
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録音 して後で訳させた｡善いピーに向って,この通 り

ごちそうするから悪いピ-か ら守って くれと頼む主旨

なのだが,細かい点では当のラワもこれはピーのこと

ばだからわからないという｡

ウンパイ ･ラワ,とくに女はタイ人と接触すること

があまりないからだろうか,カム ･ムアンはあまりで

きなかった｡ しかし男は意外に流暢に話す｡私の受け

た印象ではボールワン･ラワほどうま くはないが,同

行のタイ人などは (ボールワンのカム ･ムアンもタイ

人には余 り完全でないからで もあろうが)同じくらい

だといっていた｡ もちろん,タイ ･クラーンはだめだ

が,そのかわりカレン語 (スゴー)ができるという｡

ラワ族のカレン言吾の方がカレン族のラワ語よりうまい

と自分で言っていたのほ,確められなかったが興味を

ひ く｡

私は約 1週間滞在 して帰ることになったが,まだ も

っと調べたかったのでインフォ-マン トを 1人あとで

ボールワンに来て くれといった｡そうすると約束の 口

にちゃんとやって来て12月なかばまで約 2週間協力 し

て くれた｡ある日,村の人がこども連れで山を越えて

ひょっこり訪ねてきたこともあった｡

ボールワン ･ラワとウンパイ ･ラワは互に自分の方

言で話す｡だいたい通 じているようだ｡ といって も両

者はかなりちがっていて,比較言言吾学的には大いに興

味がある｡ ≪手≫BL./tai7/UPノte?/のように母音

はウンパイの方が簡単だが -VC の種類はウンパイの

方が豊富で,≪居≫ BL./sai爺/UP./saim/のように

後者によってはじめてモン語 /h;)cem/などとの関係

に気づ くといった場合が多い｡予想通 り概 してウンパ

イの方が古形を保 っている｡

4 カ メ ー ト語

ごく大ざっばにいって,メーサ リエン･クンユワム･

メ-チ ェム ･ボールワンを結ぶ四角形の中にはラワ族

の村がまだまだある｡その中には極めて興味深い方言

もあるかも知れないし,実地に調査 してみなければ絶

対に何 ともいえないけれども,その大部分はまずウン

パイやボールワンと著 るしく異なることはないだろう

と考えて, 今度は少 し離れてウィエンパパオの ｢ラ

ワ｣とよばれているものに手をつけることにした｡

ウィエンパパオはチ ェンマイの北東約 90km,チ ェ

ンライまで乾期だけ通るバス道路 のなかほどの 町で

第 3巻 第 1号

ある｡たいていの本にはこの地方の ｢ラワ｣は完全に

タイ化 して しまったとあるし,チ ェンマイで もそうき

いていたが, 目指すパンチ ョーク村は町から約 5km

ほど北にあって,そこではまだ ｢ラワ｣語は生きてい

た｡そこで, 1月末に入 って2週間ほど調査 した｡

｢ラワ｣語が生きているといって も家族内などだけ

で,村の約30戸のうち10戸ほどはコン ･ムアンの家で

あるし,町から 5km くらいしかはなれていないので

彼 ら自身カム ･ムアン (チ ェンライのそれだが)を話

す機会の方が多いようだ｡

村は東半分つまりバス通 りに近い方 にだいたい 1軒

ごとに垣根のあるコン ･ムアンの家が集まり,奥の西

半分に彼 らの家があって数軒を 1つの垣根で囲ってあ

る｡村全体あまり裕福でな く近 くのスズ鉱で働いたり

チ ェンマイやチ ェンライに働きに出ている｡

さて,この村の住民の自称はカメー トまたはラワ ･

カメー トである｡ ラオスのカメー ト (ラメー ト)語の

くわしい資料がないので困るが,タイ人のいう｢ラワ｣

がコーラー トの二 ャクオルやナ-ンのカテ ィンを指す

こともあるのと同様のケースであろうO確かにラワ語

との共通要素 も多いが全体としては明らかに別の言語

である｡少なか らぬ点でカム語(カティン語などととも

写真2 ラワの農作業 (ウンパイ)
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にいわゆるカー諸言語のひとつ) に近い｡ ビルマのり

語C,)あるものはウンパイなどのラワ浩に近 く,他のあ

るり語はウィエンパパオのラワ語つまりカメー ト語に

近いといわれているので, ラオスのカ- 諸FJ;吾からビル

マのワ語まで広 く調査 しなければ確かな発言.はできな

いが,少な くとも現在の段階ではこのカメー ト語がラ

ワ語 とカム語の中間に克つ ものと思 ってよいO一例を

あげれば, ≪ウシ≫BL./m3up/:Kmt./Npbo?/:

Kmu./1mpb?/.≪求≫ BL./kh3i?/Kmt./khe?/:

Kmu./S?〇〇り/.

単語の形は CV(C)/T,cv(C)CV(C)/Tが 基本的

で,Tすなわち声調があるのはモン ･クメル系には珍

しいが, これはクメル語やモン語,カム語などにある

レジスターの対立に相当するものである｡ ラワ語より

も音素の種類が少ないのでききとり安かった｡ とにか

く意外に屯要な言語だ｡

タイ人がすでにな くなったといっていたの･にパンチ

ョーク村はあった.ひょっとするとまだほかにもとノriL

っているところ-,村の人がほかにも｢ラワ｣レつ村があ

るといい出した｡ タコ-,ホ ェイサーン等々であるo

タコ一については ｢ラワ｣ という名でロロ系の言二宮が

あることはきいていたがホ ェイサーンほかは不勉強の

ためか初耳だ｡村はあるがことばはもう忘れているか

も知れないともいうが,当のカメー トの例がある｡ も

しかするとTljンパイよりもっと古形を残 した古いラワ

浩の生き残 りがあるか もしれない｡それて, この村か

らバスでさらに北に向った｡

5 ビ ス 語

タコ-はパンチ ョー クか ら 10km ばかりだからす

ぐに帯いた｡ ところが,村 (町 ?)はコン ･ムアンば

かりで今度は本当に ｢ラワ｣なぞいそうにない｡やっ

と数人 ｢ラワ｣語を覚えている人に出会った｡つまり

現 在では話されているのでな くわずかに日光えている"

人がいるだけだ｡ ともか くその 1人をインフォーマン

トとして調査 した｡たしかにチベ ット･ビルマ系だが

R称は ｢ビシュ｣だった｡ このインフォーマン ト氏の

記憶 もはなはだ怪 しいので 1｢1て打ちきり,ホ ェイサ

ーンに行 くことにした｡

ホ ェイサーンはタコ-か らさらに北東45kmほど,

チ ェンライの 南西 25km くらいの 地点 にある｡ ｢ラ

ワ｣族の村は山のふ もとにあった｡村人の服装などコ

ン ･ムアンと変 らないが, ここでは ｢ラワ｣語はいた

って健在だ｡いったいどの系統の言語か も分からない

ので,村-つ くなり≪頂コ>.'三どういうか尋ねた｡モン

･クメル系ならまず /ka/に近い里浩をいうはずだっ

たからだO ところが /1袖t旨/という｡昨 日の｢ビシュ｣

訂.7L･の/15gtE/と同 じだ｡L撒く悠/bistl/だという｡古い

ラワ語の生き残 りではなかったのでいささか失望 した

たが, とにか くはじシ′)てきく言語名だ｡ 今までチベ ッ

ト･ビルマ系 として も何系 として もビス浩という名は

きいたことがない｡iiiTir√i'-だけで も記録 して帰ろうと類

日とどまった｡

チ ェンマイに帰 ってみると,ちょうど西皿先/l三がタ

-クでの仕串 も終えてホテルにお られたO以上の話を

報告すると大いに興味を示されて,あまりrlもないが

とにか く行 こうということで再 びチ ェンライ経由で村

に行き調査 した｡

こ の 言語 は2音節の里,A,Lrf-が圧倒的に多 く (形態基は

1音節が ふつう), 音節は CV(C)/Tで, C一には

/p上,hmj-/といったチベ ット･ビルマ諸浩によ くあ

る音嘉結合がみ られる｡語順 も多くのチベ ット･ビル

マ諸浩 と同 じく,主語-'iL宥5--動詞,被修飾語一修飾

.言,TIl--などであるが,全体に丈法体系は複雑である｡ 語藁

の多 くは タイ系の 借用語で西田先生を 残念が らせた

が,なかには他のロロ誹⊥告にはみ られないような古い

チベ ット･ビルマ系の語某があり,かなり特殊な言語

のようだということだった｡

6 お わ り に

今度の調査で,ビスのような別荘物は別として,一

応 ラワ語 ･カメー トlilT1-の基本的プ封潤辺がわかった｡ こ

レ⊃ほかたまたまムアンサイのカム語の語某を若干採集

する機会もあったが,次は何 として もナーン北部のカ

ム語 ･カテ ィン浩などだ｡それでや っとモン ･クメル

系のうち北部山地のグループの手がか りかつかさf)る｡

もちろんビルマのりや ラオスのカーは分布地域 も広 く

方言 もずいぶんありそうだから全体からみるとほんの

一部分だ｡ 今回の調査は手がかりの手がかりだといっ

て も過 言ではない｡

ほ/LfJ北部タイだけで も仕封は山ほどあって半年や

そこらでできるものではない.そこ- もってきて深 く

か広 くかの問題がある｡私は今度の調査でさえ多少ウ

ロウロしすぎたojではないかと思 っている｡ もうあと

幾 11もないが,せいぜい少 しで も詳 しくと思 って今は

再びボールワンに舞い戻 っている｡
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